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130403 公共牧場の有効利用

畜産農家の経営力の向上を図るため、公共牧場を有効活用し、農家の労力の軽減や
優良な乳用牛・肉用牛の育成に取り組みます。
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①畜産物の年間産出額は、鶏肉については生産者の新規参入（1戸）があり上昇したものの、養豚農家の廃業（1戸）、卵の相場価格の
下落及び乳用牛の搾乳量の減少などにより、前年度から6千万円減少した。しかしながら目標値は大きく上回った。
②公共牧場の１日当たりの平均収容頭数は、前年度と比較すると乳用牛預託頭数は4頭減少したものの、肉用牛預託頭数が6頭増加した
ことより、目標値に達した。
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130402 防疫体制の強化

口蹄疫など家畜伝染病の発生防止や早期発見のため、自衛防疫の啓発に努めます。
また、獣医師による農家への定期的な巡回などにより、家畜伝染病に関する迅速か
つ適切な情報伝達を行うことで、防疫体制の強化を図ります。

施策の概要

130401 優良畜産物の安定生産

優良畜産物を安定的に生産するため、優良素畜の導入を計画的に行うとともに、繁
殖技術や飼養技術の向上を図ります。
また、関係機関と連携して、知名度向上や販路拡大に取り組みます。

R1年度

予算 見込
特記事項

-

9,157

63,332

①

0

1,800

54,175

③

85

千万
円

78 80

174
175

78
80

180

255 249

74

74

施策経費

② 頭

257

H30年度

畜産物の年間産出額

公共牧場の１日当りの平均収容頭数

175

75

R2年度

R1実績値 R2実績値

180 180
138.3%

100.0% 102.6%
78

138.3%

施策

H29目標値 H30目標値

H29実績値 H30実績値

基準値
（H26）

H28目標値

H28実績値

施策の方針
優良畜産物の安定生産を図るとともに、家畜伝染病の発生防止や早期発見のための取組により畜産環境
の向上に努める。また、公共牧場の有効利用を推進する。

基本計画における目標値

令和 元 年度 施策評価表
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【ＡＣＴＩＯＮ（改善・改革）】

令和２年度新規事業
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　優良畜産物の安定生産について、にこにこ畜産経営事業や大村生まれ長崎和牛づくり事業等の実施により、良質な畜産物
づくりや出荷頭数の確保に向け継続して取り組む。
　このうち肉用牛については、令和4年度に鹿児島県で開催される全国和牛能力共進会の出品に向けた取組を畜産農家で構
成する団体及びＪＡなどと連携し進めていく。また、「長崎和牛」の高付加価値化を目指し、県央地区に新たなブランド牛
「長崎和牛プレミアム県央」が設立されたことに伴い、「牧場まつり」や「おおむら海と大地の感謝祭」などのイベントを
通じて普及啓発を図っていく。
　防疫体制の強化について、鶏病対策として、にこにこ畜産経営事業による取組のほか、他の畜産物も含め、今後も継続し
て県や関係団体と連携し防疫対策に取り組む。
　公共牧場の有効利用について、肉用牛の預託頭数が年々増加してきているなか、経年劣化により補修が必要な施設等の計
画的な補修を行う。加えて、預託頭数の増加と暑熱対策を加味した牛舎を増築するとともに、省力化と効率化に向けた牛舎
整備を県やＪＡ及び利用者団体等と協議しながら取り組む。
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R2年度見込

事業費（千円）

1

　優良畜産物の安定生産については、肉用牛では子牛価格、肉用牛枝肉価格とも昨年並みで取引され、依然として高水準で
推移しているが、飼料価格の高騰や生産者の減少により出荷頭数は減少してきており、出荷頭数の確保や付加価値を持たせ
た畜産物生産が必要である。また、畜産農家の世代交代に関して、後継者が安心して畜産経営を継承できるような環境づく
りも必要である。
　防疫体制の強化については、韓国や中国などの近隣諸国において口蹄疫や鳥インフルエンザ等が依然として発生してお
り、また、国内では、豚コレラが昨年９月に２６年ぶりに岐阜県で発生し、近隣の県等に広がりを見せ、いまだ終息してい
ないことを踏まえ、県や関係団体と連携し、防疫対策に取り組む必要がある。
　公共牧場の有効利用については、牧場施設の老朽化による補修及び設備更新の要望が利用者や指定管理者から出されてお
り、優良な乳用牛・肉用牛の育成のためには計画的に実施する必要がある。


